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　　　　　　把４:'1　n=2. CS=4B°: m.= iなる２回屈拉
　　　　　　　　　　n=3. <S=30°, 771=/ 4る３回忌7rｒ
　　　　　　　　　　ｎ＝４. <5＝２２.5°m=iなる４回晟抑｜





















n=4, m=i.‘tf=22.5: £=0.688 Cm,.乙肺eM=1.265cm.，
8‘ん゛句心b=G27, ^*>No‘恟吋８，
４回蔵笛I,ﾋﾞｺｰ↑-の周佩赦聊畦
71=4. m=2, (S=22.5°, 1=1９１７＆。t，Ｌｍｅａｉｉ＝2,４９４　ｃﾝ。ｔ
B9/1,｡^i/2b=0.27, B^^・>V＼g=o.s.
>2.7表　　４回屈符Ｅコヽずｰの周波数特佐
































値は2. S3 6 onに丸らべばよし，。毒ヱ｡/∂図は３回屈折コーナーの
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３７乙フ０　ＭＣ、fx= 4- 2 0 0 MCの２旧の周波敷瓦完登伝送す
るコーナーを設計せば、才４、Ｇ図の寸法ヒなり周波数特性の理



















μMC） hgiO"゛) 戈 i'((ﾝm)
ぷ-
Zo
ぬ1寺 Zi3‾S ぉ苧 (J｀
3600 mm a046 0.2<＼2！ 1003 83.7° μ7 287° μμ
3700 11.324 0.050 0.2'? 2!! 1.000 99.5° 1.000 3a4° 1.000
3800 10.76b 0.054 0.292! a9ﾀ5 ９３ｊ° ∂.98も 320' 1｡01！
3900 10.277 0.057 0.2^3^ ∂.ﾀ9θ ？7.5° o肘7 ３∂ぎ゜ ].oz！
4 000 ?.832 O.OfeO 0｡293！ 0.985 μ)1,9° 0.139 3ぎ∂゜ 1.0 2ii.
4100 9.432 ∂.063 0.2≪?4！ o､979 ;o6.3° 108∂’ ３６５° 1.011
42卯 <).05<? 0,0 66 ft2<?4≪ 0.973 1107° 1.000 ３８∂‘ 1.000
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（ｂ）　4 0 0 0 M Cにて測定ttる金網導液管の性能はいW771目
　　　の金網に対しては〇､Ｂ５砧ノｍにて同軸ケーグルより優秀



















































































































































































































































































































































































又最適平均長ム-wi e a n　はず２、／図より
ムクTtean ― -L -*-h'ta-.。普
Q、･7）
と入了）
と決定される。
　欠印j.二の瓦場より最もコh形な、3 iSja-iTfコー－ナー左設計すろには
（７２７）式の］この侍号のすをとり且逆正切召叛の値としてヤ一象限の
角度瓦とればよい。
　次に才２、／図のコーナーの亀力透過係数Ｔは崇２､こ図刀皿端子網
の規準化さ淑だ相互インピータヽンスＺ/２　を用いて
ヽ彷5一一
　　　　　/　　iZ/al^　　lAtB-rC + Dl''
　　　　　Ｔ　　イ　　　　　　４
と表わされる。
（２．／）式の皿端子定数の値を代入して計算すれぼ
☆＝。・４ﾀﾋﾞｰ苧→嗇卜－･29
c<iLiQ.臥ｙ一子）
＋弘d2∂(ゲ†ヰj一首)-ぶふ2∂(わり首う
勁 ジ　　　ヨび
f/十一ナ一一－ｆ
　　　　　　　，４
（･２．９）式にてか/ｊ
２
ﾉ】＼
）－が（ぶｙｊ∂－Ｊ有心θ）
一杯6－
３ぴ　　　が
く２､○
僕/の
(2,//;
す
４
. －
　　３コ
さい値でヽめろ故うヶとがを拍略すれば
☆＝尚心ビ一昔
＋＆ｇが（回十÷）＋／ヤ千十マ
とな５．茲に　∂゛２゛（ぞ゛２ぞ≒／勺　　う＝一尽勺。
　　　　●
電力透過係牧乞栄めるのに（２.口）、（2、/の式のかわり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
　　　　丁白立と浹丿八∂lj十(､ＺソＺ。十ＺソＺｉ）４ふ良沢ド
　　　　　　　　　　　　●
なる公式乞用いて同様に計算二Σれる。
一将７-
●
j，
1●
頴3肘皿ぷ腿肘づ刀ス
　マイクロ波装置の設計ではヤセアクンスヒしてしばしぼ怠を利用
すろ。従って２ｊｘ夕j?μ丿zな弓娩穏導波筥に対して各≒種の怠の尼
準化年･口アハ
便に供しづ二。
　サヨ、／図の曲線Ｃ／）は非対価容量二性窓の等価分七マダンスの正
庶な理論式にて仙４ヤ町。'cliL. aa^oLふ一麗より
子＝⑤頻一言イ諾尚尚七器－づ|
茲 (ム．＝　　　／　　　－／
　　　二言
曲線イ２）は近似式にて
　　　　　Ｒ　　　８と）　。
ヽ一
心
て表
　　　－べｙ
さ航る，
　λ7　　’″　　　　２わ
又曲線（ﾐ3）は対鎖性窓に対する力必尚　の近似式に
三ご竺乙夕ふに“三才
Ｙ．勺　　　　　勁
にて与えられる。０印はヘド/ 0 ailで｀の霞畷値であり窓の司きどボ
小さ＜サでフツンスカて大さくなるビ近似式では膜差の大きくなる事
ゲわ小る。
　次に才３、２図の曲収（／ハま非対狐誘導性愚の茜価廿てアダン
スの正確な理論式にて
一眼9－
１
ｆ
４
｀・
??
了a　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　317
　　　　　　　　　dL (m肌）
？３ｊ図　　29×58加屑4ヽる劃環堵の容i性
　　　　　　　ｔのサセア91/入
　　gえ（斑次）
29×ssmffiなる傅條弩の
誘劃吐奄､の寸ｔ7°ﾀﾞﾝｽ、
才3.2図
１????
． ．???
卵丿巾白ぶ乙　hknd!乙タ危よ/う
　　ｙ
Ｘ
-
Ｚ
　　　　　　　　ﾌrｄ
ごえ　　臨ノ　2a
ニー
　　　八j
茲に
／やCoinL言
ぐ
/ｔ
タズ４ﾉﾖﾄﾞＱ
／・ズ≒戸侃戸‘゛－ごメ２）Ｑ
ノド＞行三鶏一三万
べ＝。ジフご夕辿　戸－ご抑づ／２ａ
Ｑ＝ ＿　
／　　
－／
匹2
曲線（２）は近似式にて
　　　　　　　一一 ご屁２
面
一
口改
Ｘ
一乙
一
一
Y。
-∂
レごべ２
几ご
ｰ
ｺｄ
マ曲線ぐぞ）け対柏誘導性窓に対する八心乙トプ）近似式にて
二.
Ｙ。
心
一反
c／
7?
-
コク
にて叛されう。　○印は　入9ニノご口１でヽの架楡値ご功弓⌒架駿に
使用した窓の厚みはしろ飢仇　でヽある。
一侈ヤ
